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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月28日(2010.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生成されるイオンビームの種に対応するイオンビーム源ハウジング内の圧力を制御する
イオン注入装置であって、
　イオンビームの生成に用いられる複数の種を有するイオンビーム源ハウジングと、
　前記イオンビーム源ハウジングからガスを抜くポンプ部と、
　前記イオンビームの生成に用いられる複数の種のうちの一種に対応するポンプパラメー
タに従い、前記ポンプ部を制御するコントローラと、
　を備えるイオン注入装置。
【請求項２】
　前記イオンビーム源ハウジング内の圧力に対応する電気圧力信号を生成する圧力測定ユ
ニットをさらに備え、
　前記コントローラは、前記電気圧力信号に基づき、前記ポンプ部の動作を調整する、請
求項１に記載のイオン注入装置。
【請求項３】
　前記圧力測定ユニットは、前記イオンビーム源ハウジング内の全圧を測定する、請求項
２に記載のイオン注入装置。
【請求項４】
　前記圧力測定ユニットは、前記イオンビーム源ハウジング内の１つ以上の気体成分の分
圧を測定する、請求項２に記載のイオン注入装置。
【請求項５】
　生成される前記イオンビームのビーム電流に対応する電気ビーム電流信号を生成するビ
ーム電流測定ユニットをさらに備え、
　前記コントローラは、前記電気ビーム電流信号に基づき、前記ポンプ部の動作を調整す
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る、請求項１に記載のイオン注入装置。
【請求項６】
　前記複数の種は、分子種と原子種とを少なくとも含む、請求項１に記載のイオン注入装
置。
【請求項７】
　前記コントローラは、イオンビームの生成に用いられる前記種を他の種に切り替えるこ
とを示す信号を受信すると、前記他の種に対応するポンプパラメータに従い、前記ポンプ
部を制御する、請求項１に記載のイオン注入装置。
【請求項８】
　前記コントローラは、ポンプ速度、バラストガスの追加、および、可変弁のうちのいく
つでも調整することにより、前記ポンプ部を制御する、請求項１に記載のイオン注入装置
。
【請求項９】
　生成されるイオンビームの種に対応するイオンビーム源ハウジング内の圧力を制御する
方法であって、
　イオンビーム源ハウジング内の複数の種のうちの一種を用いてイオンビームを生成する
段階と、
　ポンプ部を用い、前記イオンビーム源ハウジングからガスを抜く段階と、
　前記イオンビームの生成に用いられる複数の種のうちの前記一種に対応するポンプパラ
メータに従い、前記ポンプ部を制御する段階と、
　を備える方法。
【請求項１０】
　前記イオンビーム源ハウジング内の圧力に対応する電気圧力信号を、圧力測定ユニット
により生成する段階をさらに備え、
　前記制御する段階は、前記電気圧力信号に基づき、前記ポンプ部の動作を調整する段階
を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記圧力測定ユニットは、前記イオンビーム源ハウジング内の全圧を測定する、請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記圧力測定ユニットは、前記イオンビーム源ハウジング内の１つ以上の気体成分の分
圧を測定する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　生成される前記イオンビームのビーム電流に対応する電気ビーム電流信号を、ビーム電
流測定ユニットにより生成する段階をさらに備え、
　前記制御する段階は、前記電気ビーム電流信号に基づき、前記ポンプ部の動作を調整す
る段階を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数の種は、分子種と原子種とを少なくとも含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記制御する段階は、イオンビームの生成に用いられる前記種を他の種に切り替えるこ
とを示す信号を受信すると、前記他の種に対応するポンプパラメータに従い、前記ポンプ
部を制御する段階を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記制御する段階は、ポンプ速度、バラストガスの追加、および、可変弁のうちのいく
つでも調整することにより、前記ポンプ部を制御する段階を含む、請求項９に記載の方法
。
【請求項１７】
　請求項９から１６の何れか１項に記載の方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラム。
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